
「令和４年度鳥取県国民保護共同図上訓練」の概要 

■訓練概要（予定） 

13:15 

訓練開始 

◇挨拶 

 ・日南町長 中村 英明 

 ・鳥取県危機管理局危機対策・情報課長 灘尾 幸三 

13:20～13:50 

講義 

◇講義 

 「弾道ミサイル攻撃を想定した市町村の初動対応について」 

【講師】消防庁国民保護運用室長 佐藤 篤（ＷＥＢ） 

13:50～14:50 

初動対処訓練 

◇初動対処訓練 

※当該訓練は、本県として初めての実施 

【ファシリテーター】消防庁国民保護運用室 総務事務官 古畑 悠治 

１ 訓練想定 

  執務時間中（訓練時間は実時間）にＸ国から弾道ミサイルが発射され、日南町に

落下したとの想定に基づき、市町村による一連の初動対処（概ね着弾後２０分程度

の範囲を主）に係る訓練 

２ 実施者 

（１）コントローラー 

総務省消防庁、鳥取県、警察及び市町村職員 

（２）プレイヤー 

１回目：日南町 

  ２回目：米子市、境港市、日吉津村、大山町、南部町、伯耆町、江府町 

※混成班で実施 

３ 進行要領 

  シナリオに基づいて状況付与及び進行を実施 

４ 演習内容 

  ①発射情報から落下場所等の情報受信まで 

  ②着弾直後から被害確認まで 

  ③被害確認から初動対処開始まで 

15:05～16:15 

避難実施要領の 

パターン作成に 

係る研修 

◇避難実施要領のパターン作成に係る研修 

【ファシリテーター】消防庁国民保護室 総務事務官 橋詰 雄大（ＷＥＢ） 

（内容） 

・講義 

・意見交換 

 

【避難実施要領とは】 

 国民保護事案が発生した場合、様々な関係機関が共通の認識のもとで住民の避難オペレーションを円滑

に行えるよう、避難経路や避難の手段、関係職員の配置等について市町村が作成するもの 

【避難実施要領のパターンとは】 

 事案発生後、短時間で避難実施要領を作成することは事実上困難であるため、あらかじめ避難実施要領

のベース（ひな形）としてパターンを作成しておくもの 

（避難実施要領のパターン作成の意義） 

 ①記載内容や作成手順について習熟するための機会 

 ②関係機関とのネットワーク構築、各部局・機関の役割等に係る認識共有の機会 

 ③実事案の避難実施要領のベース（ひな形）として活用 

 ④施設等周辺の状況確認（居住人口、避難施設、避難経路等） 

16:15～16:30 

訓練総括 

◇訓練総括 

 ・消防庁国民保護運用室 総務事務官 古畑 悠治 

・鳥取県危機管理専門官 木下 章 

16:30 

訓練終了 

 

 


